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��������広報いで �

て
行
わ
れ
、
各
チ
ー
ム
と
も
さ
ま

ざ
ま
な
作
戦
を
展
開
し
、
熱
戦
が

繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
な

お
、
試
合
結
果
は
次
の
通
り
で

す
。

優　

勝　

水
無
チ
ー
ム

準
優
勝　

南
チ
ー
ム

三　

位　

多
賀
Ｂ
チ
ー
ム

席
し
て
、
啓
発
ビ
デ
オ
映
画
の
上

映
が
行
わ
れ
た
後
、
京
都
府
立
大

学
の
高
原
正
興
教
授
が
「
今
日
の

少
年
非
行
を
考
え
る
」
と
題
し
、

実
際
に
事
件
を
題
材
に
し
た
講
演

を
行
い
、
参
加
者
た
ち
は
熱
心
に

聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

�
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�
�
�
�
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７
月　

日
（
日
）、
第　

回
井
手

２５

２１

町
老
人
ク
ラ
ブ
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大

会
が
、
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
絡
協
議

会
（
小
川
俊
雄
会
長
）
の
主
催
、

井
手
町
の
後
援
で
井
手
町
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
場
を
会
場
に
し
て
行
わ
れ

ま
し
た
。
大
会
に
先
立
ち
小
川
会

長
は
「
暑
い
日
が
続
い
て
い
ま
す

が
、
健
康
づ
く
り
に
各
自
頑
張
っ

て
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
、
大
変
喜

ん
で
い
ま
す
。
暑
い
中
で
す
が
熱

戦
を
期
待
し
て
い
ま
す
」
と
あ
い

さ
つ
。

　

大
会
は
、
６
チ
ー
ム
が
参
加
し
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�
�
�
�
�
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７
月　

日
（
水
）、
第　

回
社
会

２１

５４

を
明
る
く
す
る
運
動
綴
喜
地
区
研

修
大
会
が
自
然
休
養
村
管
理
セ
ン

タ
ー
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
ま
し
た
。

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」は
犯

罪
防
止
と
罪
を
犯
し
た
人
々
の
更

正
へ
の
理
解
を
深
め
、
犯
罪
の
な

い
明
る
い
社
会
を
築
く
た
め
に
昭

和　

年
か
ら
毎
年
７
月
に
実
施
さ

２６
れ
て
い
ま
す
。

　

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
井
手

地
区
実
施
委
員
会
で
は
、
こ
の
日

早
朝
よ
り
玉
水
駅
、
山
城
多
賀
駅

で
街
頭
啓
発
を
、
午
前
９
時
か
ら

は
町
内
を
パ
レ
ー
ド
し
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
行
わ
れ
た
研
修
大
会

で
は
、
関
係
者
ら
１
５
０
人
が
出

訓
練
た
い
へ
ん
ご
苦
労
様
で
し

た
。
８
月
１
日
の
大
会
は
、
１
回

き
り
の
勝
負
と
な
り
ま
す
が
、
練

習
し
て
き
た
こ
と
を
発
揮
し
て
、

が
ん
ば
っ
て
下
さ
い
」
と
激
励
さ

れ
ま
し
た
。

　

今
回
、
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部

に
出
場
さ
れ
た
の
は
第
１
分
団
第

３
部（
石
垣
区
＝
奥
田
善
男
部
長
）

で
、

　

指
揮
者
・
岡
田
淳
さ
ん
、

　

１
番
員
・
仁
木
崇
さ
ん
、

　

２
番
員
・
小
川
督
さ
ん
、

　

３
番
員
・
木
村
多
加
志
さ
ん
が
、

そ
れ
ぞ
れ
町
の
代
表
と
し
て
出
場

さ
れ
、
８
月
１
日
に
行
わ
れ
た
大

会
で
は
、
見
事
５
位
入
賞
を
果
た

し
ま
し
た
。

�
�
�
�
�
�
�
�
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８
月
１
日
（
日
）
に
府
立
丹
波

自
然
運
動
公
園
で
開
催
さ
れ
た
第

　

回
京
都
府
消
防
操
法
大
会
に
向

１８け
て
訓
練
を
行
っ
て
い
る
、
第
１

分
団
第
３
部
（
石
垣
区
＝
奥
田
善

男
部
長
）
の
激
励
に
汐
見
町
長
が

訪
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
訓
練
は
、
６
月
２
日
か
ら

毎
週
月
・
水
・
金
の
３
回
、
午
後

８
時
か
ら
約
２
時
間
行
わ
れ
て
い

ま
し
た
。
汐
見
町
長
は「
暑
い
中
、

６
月
よ
り
２
ケ
月
の
長
期
に
わ
た

り
、
選
手
、
指
導
員
の
皆
さ
ん
、
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��������広報いで �

　

下
水
道
は
、
文
化
の
バ
ロ
メ
ー

タ
ー
と
も
言
わ
れ
、
生
活
環
境
の

改
善
に
欠
か
せ
な
い
施
設
で
す
。

　

井
手
町
が
下
水
道
事
業
に
昭
和

　

年
度
よ
り
着
手
し
て　

年
が
経

６０

１９

過
し
、
本
年
３
月
末
に
は
、
住
民

の　

・
５
％
（
前
年
度
よ
り
７
・

８２
５
％
増
）
に
あ
た
る
約
７，

３
０

０
人
の
方
が
下
水
道
を
使
用
で
き

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
う
ち
の
約　

％
に
あ
た
る

７１

約
５，

２
０
０
人
の
方
が
水
洗
化

工
事
を
完
了
し
、
下
水
道
を
利
用

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
も
生
活
環
境
改
善
の
た

め
、
引
き
続
き
下
水
道
整
備
を
推

進
す
る
た
め
、
事
業
費
３
億
１，

４
０
０
万
円
の
予
算
を
計
上
し
、

整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
工
事
期
間
中
は
、
通
行

や
騒
音
な
ど
で
周
辺
住
民
の
方
々

に
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。
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下
水
道
が
整
備
さ
れ
た
区
域
で

は
、
供
用
開
始
の
日
か
ら

�
�
�
�
�
�
�
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�
�

に
接
続
工
事
を
行
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
日
も
早
く
排
水
設
備
工
事
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
排
水
設
備
工
事
に
際
し

て
は
、
町
指
定
の
排
水
設
備
指
定

工
事
業
者
で
な
け
れ
ば
接
続
申
請

及
び
工
事
の
施
工
を
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。

※
排
水
設
備
工
事
な
ど
下
水
道
に

関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、
役
場

下
水
道
課
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い

�
�
�
�
�
�
�
�
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▼
下
水
道
に
油
を
流
さ
な
い 

で
く
だ
さ
い

　

下
水
道
に
油
を
流
す
と
、
下
水

管
の
中
で
固
ま
っ
て
つ
ま
っ
た
り

悪
臭
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

　

川
や
海
を
汚
染
し
て
い
る
オ
イ

ル
ボ
ー
ル
は
、
油
な
ど
の
成
分
が

下
水
管
を
流
れ
て
い
る
間
に
変
形

 　 供用開始地域供用開始地域
平成１６年３月３１日現在平成１６年３月３１日現在

��������
�������

��������	��������	����
平成16年度公共下水道予算約5億6,100万円
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し
て
白
い
か
た
ま
り
と
な
り
、
ボ

ー
ル
の
よ
う
に
な
っ
た
も
の
で

す
。
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最
近
、
役
場
（
水
道
課
、
下
水

道
課
）
と
関
係
が
あ
る
か
の
よ
う

に
装
い
、
高
額
な
浄
水
器
を
販
売

し
た
り
、
強
引
に
給
排
水
設
備
の

清
掃
を
行
う
業
者
が
増
え
て
お
り

ま
す
。

　

も
し
、
依
頼
さ
れ
る
場
合
は
、

事
前
に
業
者
名
や
費
用
を
確
認
し

納
得
し
た
上
で
依
頼
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
。
必
要
の
な
い
も
の

は
、
は
っ
き
り
断
り
ま
し
ょ
う
。

　

現
在
、
水
道
課
・
下
水
道
課
で

は
、
宅
地
内
の
給
水
管
や
下
水
道

管
な
ど
の
点
検
・
清
掃
・
修
理
あ

る
い
は
物
品
の
販
売
な
ど
を
業
者

に
委
託
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

※
も
し
役
場
が
水
道
や
下
水
道
に

関
す
る
調
査
等
を
実
施
す
る
場
合

は
広
報
紙
や
回
覧
・
配
布
物
な
ど

で
事
前
に
お
知
ら
せ
し
ま
す

◆
な
に
か
不
審
な
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
役
場
水
道
課
・
下
水
道

課
（
℡　

‐
２
０
０
１
）
ま
で
ご

８２

連
絡
く
だ
さ
い
。

●注意報・警報に注意
　テレビ、ラジオなどで伝えられる
注意報や警報に注意し、さらに台風
や豪雨など気象変化に日ごろから関
心を持つようにしましょう。

●避難場所・避難方法を確認
　あらかじめ、住んでいる地区の避難
所や安全な避難路を家族みんなで確認
しあっておきましょう。近所の危険箇
所などを把握しておくことも大切です。

●緊急時の必需品を用意
　非常用の飲料水、食料、持ち出し品
（懐中電灯・ラジオ・衣類など）を常
に家庭に用意しておきましょう。

●避難は早めに指定の場所へ
　避難の勧告・指示が出された場合は、
速やかに指定場所に避難しましょう。
特に乳幼児、高齢者などは避難に時間
がかかります。危険を感じた場合は、隣
近所で助け合いながら早めに避難する
ようにしてください。

大丈夫ですか？水害に対する備え大丈夫ですか？ 水害に対す る備え
����������	
��������������	
����

消費生活相談
　京都府山城広域振興局では、商品の契約やクー
リングオフ、悪質商法等の消費生活に関する相談
を受け付けています。
　相談は無料ですので、お気軽にご利用ください。
○相談場所
・山城広域振興局商工観光室
　宇治市宇治若森７‐６　京都府宇治総合庁舎内
　℡２１‐２１０３
・京都府田辺総合庁舎
　京田辺市田辺明田１　℡６２‐０１７３
・京都府木津総合庁舎
　相楽郡木津町木津上戸１８‐１　℡７２‐００５１
○受付時間
・宇治総合庁舎
　午前９時～正午・午後１時～４時
・田辺・木津総合庁舎
　午後１時～３時

消費生活相談日程表
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��������広報いで �

月　

日
（
土
）

２５
※
各
医
療
機
関
の
年
内（　

月
末
）

１２

の
診
療
が
終
了
す
る
日
ま
で
。

・
接
種
場
所

指
定
医
療
機
関
に
よ
る
個
別
接
種

・
費
用

１
０
０
０
円
（
た
だ
し
、
生
活
保

護
世
帯
、
町
民
税
非
課
税
世
帯
の

人
は
無
料
）

※
お
問
い
合
わ
せ
は
保
健
セ
ン
タ

ー
（
℡　

‐
３
３
８
５
）
ま
で

８２
神
経
系
難
病
個
別
相
談 

の
お
知
ら
せ

日
時
／
８
月　

日
（
月
）
午
後
１

３０

時
半
〜
４
時

場
所
／
京
都
府
山
城
北
保
健
所
綴

喜
分
室
（
旧
田
辺
保
健
所
）

内
容
／
個
別
相
談　

担
当
医
：
岡

伸
幸
医
師
（
南
京
都
病
院
神
経
内

科
医
師
）

対
象
者
／
筋
肉
や
神
経
系
の
難
病

で
治
療
さ
れ
て
い
る
方
、
手
が
震

え
る
、
歩
き
に
く
い
な
ど
の
神
経

症
状
で
お
困
り
の
方

※
お
問
い
合
わ
せ
は
、
京
都
府
山

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種

　

左
記
の
と
お
り
、
高
齢
者
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
を
実
施

し
ま
す
。
申
し
込
み
方
法
等
に
つ

い
て
は
９
月　

日
配
布
予
定
の

１０

「
高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防

接
種
の
お
知
ら
せ
」
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

�
�
�

①
井
手
町
に
住
所
を
有
し
、
予
防

接
種
の
実
施
期
間
中
に
お
い
て　
６５

歳
以
上
に
達
し
て
い
る
人
で
接
種

を
希
望
す
る
人

②
満　

歳
以
上　

歳
未
満
で
心

６０

６５

臓
、
腎
臓
、
も
し
く
は
呼
吸
器
の

機
能
に
自
己
の
身
辺
の
日
常
生
活

活
動
が
極
度
に
制
限
さ
れ
る
程
度

の
障
害
を
有
す
る
人
及
び
ヒ
ト
免

疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
免
疫
の

機
能
に
日
常
生
活
が
ほ
と
ん
ど
不

可
能
な
程
度
の
障
害
の
あ
る
人

（
身
障
手
帳
１
級
の
保
持
者
及
び

同
程
度
の
人
）

・
実
施
期
間

平
成　

年　

月
１
日
（
金
）
〜　

１６

１０

１２

　

電
気
は
ご
家
庭
や
お
店
の
ほ

か
、
事
務
所
、
工
場
で
も
便
利
に

使
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
電
気
設
備

が
悪
く
な
っ
た
り
取
り
扱
い
を
誤

る
と
、
感
電
や
漏
電
火
災
の
原
因

に
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

感
電
や
漏
電
火
災
を
な
く
す
よ

う
、
毎
年
８
月
に
経
済
産
業
省
主

唱
の
も
と
に
電
気
使
用
安
全
月
間

運
動
が
全
国
一
斉
に
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�

・
日
頃
か
ら
身
の
ま
わ
り
の
電
気

安
全
を
心
が
け
ま
し
ょ
う

・
自
家
用
設
備
の
電
気
事
故
は
日

頃
の
チ
ェ
ッ
ク
で
防
ぎ
ま
し
ょ
う

・
自
然
災
害
に
備
え
た
電
気
の
安

全
に
努
め
ま
し
ょ
う

������
��������

��������	
��������

�����
�������
�������

相談専用番号　075-821-8822
相談受付時間　月～金（祝日を除く）午前９時～午後５時

京都府消費生活科学センター

架空請求110番開設
身に覚えのない有料サイトの利用料金が
請求される等の被害相談が急増しています

架空請求へアドバイス

・利用していなければ払わない
・自分から相手に連絡しない
・催促メールやハガキは保管しておく
※利用した覚えがない請求等があった場合、
　最善の自衛策は無視することです
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日
曜
・
祝
日
の
応
急
診
療
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8
月
は

「
電
気
使
用
安
全
月
間
」

 

で
す

城
北
保
健
所
綴
喜
分
室
（
℡　

‐
６３

５
７
４
５
）
ま
で



広報いで���������

　

私
は
去
年
の
８
月
３
日
に
初
め
て
日
本
に

や
っ
て
き
ま
し
た
。
以
来
、
里
帰
り
を
一
度

も
し
て
い
な
く
両
親
や
妹
に
も
１
年
間
全
く

会
っ
て
い
な
い
の
で
、
７
月
の
終
わ
り
か
ら

休
み
を
利
用
し
て
ア
メ
リ
カ
に
戻
ろ
う
と
思

い
ま
す
。
日
本
で
生
活
を
始
め
て
１
年
が
過

ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
が
１
年
た
っ
た
よ
う

に
は
思
え
ま
せ
ん
。
い
つ
も
感
じ
る
の
で
す

が
こ
こ
に
ず
っ
と
い
る
よ
う
な
感
覚
に
な
り

ま
す
。
つ
ま
り
私
は
日
本
の
生
活
に
慣
れ
て

し
ま
っ
た
よ
う
で
す
。
日
本
に
来
て
以
来
、

ア
メ
リ
カ
の
生
活
様
式
と
違
う
こ
と
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
し
た
が
す
で
に
違
和
感
は
な
く

な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

日
本
に
来
て
最
初
に
遭
遇
し
た
生
活
様
式

の
違
い
は
家
に
入
る
時
に
靴
を
脱
ぐ
こ
と
で

し
た
。
今
で
は
す
っ
か
り
慣
れ
て
し
ま
い
、

ア
メ
リ
カ
に
戻
り
自
分
の
家
に
帰
っ
て
も
、

靴
を
脱
い
で
し
ま
い
そ
う
で
す
。

　

冬
に
は
こ
た
つ
と
の
出
会
い
も
あ
り
ま
し

た
。
今
は
暑
い
夏
な
の
で
コ
タ
ツ
は
使
っ
て

い
な
い
で
す
が
、
凍
え
る
よ
う
な
冬
で
は
暖

か
く
私
を
迎
え
入
れ
て
く
れ
る
こ
た
つ
は
本

当
に
す
ば
ら
し
い
も
の
で
し
た
。
ア
メ
リ
カ

に
こ
た
つ
は
あ
り
ま
せ
ん
。
な
ぜ
な
ら
向
こ

う
で
は
靴
を
脱
が
ず
に
家
に
入
る
た
め
あ
ま

り
床
に
は
座
り
ま
せ
ん
。
こ
た
つ
の
よ
う
に

座
り
な
が
ら
暖
ま
る
こ
と
が
で
き
、
さ
ら
に

寝
る
こ
と
も
で
き
る
と
い
う
便
利
な
も
の
は

他
に
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
た
つ
は
ア
メ
リ
カ
に

持
っ
て
帰
り
た
い
く
ら
い
便
利
な
も
の
で

す
。

　

電
車
の
便
利
さ
に
も
お
ど
ろ
き
ま
し
た
。

私
の
住
ん
で
い
る
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
の
町
で

は
電
車
は
あ
ま
り
見
か
け
ま
せ
ん
。
移
動
す

る
と
き
は
い
つ
も
車
で
行
動
し
ま
す
。
し
か

し
車
は
渋
滞
な
ど
で
目
的
地
に
着
く
時
間
が

わ
か
ら
な
か
っ
た
り
、
知
ら
な
い
場
所
に
行

く
と
き
は
道
を
調
べ
た
り
な
ど
手
間
が
か
か

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
井
手
町
で
の
私
の
移

動
の
方
法
は
自
転
車
と
電
車
で
す
。
電
車
は

乗
っ
て
さ
え
い
れ
ば
寝
て
い
よ
う
が
、
本
を

読
ん
で
い
よ
う
が
目
的
地
ま
で
時
間
ど
お
り

に
乗
せ
て
い
っ
て
く
れ
ま
す
。
特
に
日
本
の

電
車
は
他
の
国
の
ル
ー
ズ
な
電
車
と
違
い
確

実
に
到
着
す
る
の
で
、
す
ば
ら
し
い
で
す
。

　

ま
た
私
は
ア
メ
リ
カ
に
戻
っ
た
ら
買
い
物

に
行
く
と
思
い
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
日
本
で
も

数
回
買
い
物
に
行
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
が

私
の
体
に
ち
ょ
う
ど
合
う
服
は
な
か
な
か
見

つ
か
り
ま
せ
ん
。
特
に
靴
を
買
う
と
き
は
苦

労
し
ま
し
た
。
お
店
に
サ
イ
ズ
が
な
く
、
日

本
人
の
サ
イ
ズ
か
ら
す
る
と
私
の
体
は
大
き

い
の
だ
と
知
り
ま
し
た
。
し
か
し
ア
メ
リ
カ

で
は
私
く
ら
い
が
標
準
サ
イ
ズ
な
の
で
選
ぶ

こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
本
や
Ｃ
Ｄ
も

ア
メ
リ
カ
の
も
の
を
日
本
で
も
買
う
こ
と
は

出
来
ま
す
が
、
輸
入
さ
れ
て
く
る
の
で
、
現

地
で
は
手
ご
ろ
な
値
段
の
商
品
が
日
本
で
は

高
級
品
に
変
身
し
て
い
た
り
し
ま
す
。

　

し
か
し
本
当
に
楽
し
み
に
し
て
い
る
こ
と

は
家
族
や
友
達
に
会
う
こ
と
で
す
。
何
人
か

の
友
達
は
は
る
ば
る
私
を
訪
ね
て
日
本
に
や

っ
て
き
て
く
れ
ま
し
た
。
し
か
し
多
く
の
人

達
と
は
こ
の
１
年
間
会
う
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。
久
し
ぶ
り
に
会
っ
て
友
人
や
家

族
の
み
ん
な
に
日
本
で
の
最
初
の
１
年
間
の

こ
と
、
井
手
町
の
こ
と
を
話
そ
う
と
思
い
ま

す
。
み
な
さ
ん
の
夏
が
す
ば
ら
し
い
も
の
に

な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
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　人権啓発活動の一環として、第１回井手町人権啓発コンクールを開催し「人権ポスター」と「人権標語」
を募集します。同和問題をはじめ、女性問題、子どもの問題、障害者問題など、さまざまな人権問題への思
いを、ポスターと標語で表現してください。応募作品は、人権啓発のイベントで展示発表するほか、優秀作
品は人権啓発物品にも使用します。
◇応募資格　井手町在住及び在勤の方
◇テ ー マ　人権の大切さを表す内容のもの
◇募集作品　・ポスター　　四つ切り画用紙（縦横問いません）で着色画材は自由です。
　　　　　　・標語
＊いずれも、一人１点とします。
＊住所・氏名・年齢（小中学生の場合は学校名と学年）
　・電話番号を記入してください
◇応 募 先　井手町井手段ノ下３７-１
　同和対策室 同和・人権政策課（いづみ人権交流センター内）
◇応募締め切り　９月１０日（金）
・応募作品の著作権及び使用権は主催者に帰属します
・応募作品は返却いたしません
・応募作品の個人表彰は行いません
　（作品を応募いただいた方全員に参加賞を進呈します）

※お問い合わせは同和・人権政策課（℡82-3380）まで
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＊
各
教
室
の
材
料
費
等
は
自
己
負
担
と
な
り
ま

す
。

�
�
�
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�
�
�
�
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日
時
／
９
月
９
日
（
木
）
午
後
１
時
半
〜
３
時
半

場
所
／
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

講
師
／
（
財
）
関
西
盲
導
犬
協
会　

盲
導
犬
歩
行

指
導
員　

青
木
言
剛
さ
ん
・
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ

ョ
ン
犬　

ノ
ビ
ー
号

テ
ー
マ
／
視
覚
障
害
者
の
社
会
参
加
を
さ
さ
え
る

盲
導
犬
の
活
躍
と
日
常

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ

ー
（
℡　

‐
３
３
８
０
）
ま
で

８２

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�

日
時
／
８
月　

日
（
金
）
午
後
８
時
〜
９
時
半

２７

　
　

／
９
月　

日
（
金
）
午
後
７
時
半
〜
９
時

１０

場
所
／
山
吹
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

・
申
込
は
不
要
で
す

・
雨
天
曇
天
の
場
合
は
中
止
し
ま
す

・
夜
間
の
開
催
に
な
り
ま
す
の
で
、
お
子
様
だ
け

で
の
参
加
は
ご
遠
慮
下
さ
い
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
教
育
課
（
℡　

‐
５

８２

７
０
０
）
ま
で

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

《
キ
ュ
ー
ピ
ー
人
形
の
マ
ス
コ
ッ
ト
作
り
》

日
時
／
８
月　

日
（
水
）
午
後
１
時
半
〜

１８

場
所
／
賀
泉
苑

＊
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す

《
映
画
会
》

日
時
／
９
月　

日
（
水
）
午
後
１
時
半
〜

２２

場
所
／
賀
泉
苑

対
象
／
い
ず
れ
も　

歳
以
上
の
方
お
よ
び
障
害
の

６０

あ
る
方

費
用
／
い
ず
れ
も
２
０
０
円

＊
毎
月　

日
発
行
の
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ン
ク
だ

１０

よ
り
」
で
、
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
の
詳
し
い
内
容
を

お
知
ら
せ
し
ま
す

○
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

○
自
転
車
利
用
者
の
マ
ナ
ー
向
上

○
暴
走
行
為
等
悪
質
・
危
険
運
転
の
追
放

　

ひ
っ
た
く
り
被
害
に
遭
わ
な
い
よ
う
に
注
意
し

ま
し
ょ
う講

座
・
教
室

�
�
�
�
�
�
�

日
時
／
８
月　

日
（
火
）・
９
月　

日
（
火
）

２４

１４

午
後
７
時
〜
９
時

場
所
／
自
然
休
養
村
管
理
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル

日
時
／
８
月　

日
（
土
）・
９
月　

日
（
土
）

２８

１１

午
後
１
時
半
〜
３
時
半

場
所
／
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー
体
育
館

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
い
づ
み
児
童
館
（
℡　

‐
８２

４
１
１
２
）
ま
で
。

�
�
�
�
�
�
�
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《
大
正
琴
》

日
時
／
８
月　

日
（
金
）

２０

　
　

／
９
月　

日
（
金
）
い
ず
れ
も
午
前　

時
〜

１０

１０

持
ち
物
／
大
正
琴
・
楽
譜

《
ト
ー
ル
ペ
イ
ン
ト
》

日
時
／
８
月　

日
（
木
）
午
後
１
時
半
〜

１９

持
ち
物
／
筆
・
ト
ー
ル
ペ
イ
ン
ト
用
絵
の
具
・
材

料《太
極
拳
（
入
門
・
初
級
）》

日
時
／
８
月　

日
（
金
）・　

日
（
金
）

２０

２７

　
　

／
９
月
３
日
（
金
）・　

日
（
金
）

１０

い
ず
れ
も
午
後
１
時
半
〜

持
ち
物
／
運
動
で
き
る
服
装
・
上
履
き

《
カ
ラ
オ
ケ
》

日
時
／
８
月　

日
（
水
）・
９
月
８
日
（
水
）

２５

い
ず
れ
も
午
後
１
時
半
〜

＊
場
所
／
い
ず
れ
も
、
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ

ー
研
修
棟

◆
お
問
い
合
わ
せ
は

　

山
城
北
保
健
所　

℡　

‐
２
９
１
３

２１

　

田
辺
警
察
署　
　

℡　

‐
０
１
１
０

６３

　

民
生
部
衛
生
課　

℡　

‐
２
０
０
１

８２

ま
で一

戸
一
灯
運
動
に
ご
協
力
を 

〜
街
頭
犯
罪
・
侵
入
犯
罪
が
増
加
〜

　

本
年
６
月
末
で
の
田
辺
署
管
内
の
犯
罪
発
生
件

数
８
６
３
件
（
前
年
対
比
１
９
６
件
増
）
で
、
う

ち
井
手
町
で
は　

件
（
前
年
対
比　

件
増
）
発
生

８７

２４

し
て
い
ま
す
。

　

特
に
、
街
頭
に
お
い
て
敢
行
さ
れ
る
「
乗
り
物

盗
」
や
「
空
き
巣
」
な
ど
の
侵
入
犯
罪
が
多
発
傾

向
に
あ
り
、
井
手
町
内
で
は
犯
罪
発
生
率
が
近
年

急
激
に
伸
び
て
き
て
い
ま
す
。

　

田
辺
警
察
署
で
は
、
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
を
強
化

し
て
い
ま
す
が
、
ま
ち
の
犯
罪
は
一
人
ひ
と
り
が

出
来
る
こ
と
を
実
践
す
る
こ
と
に
よ
り
、
全
体
の

安
全
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

　

現
在
夜
間
に
発
生
す
る
犯
罪
を
抑
制
す
る
た
め

に
「
一
戸
一
灯
」
運
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
の
で

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
一
戸
一
灯
運
動
と
は
、
夜
間
の
犯
罪
防
止
効
果

の
有
効
策
と
し
て
、
全
国
各
地
で
も
自
治
会
単
位

で
取
り
組
み
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
家
庭
の
門
灯
や

玄
関
灯
を
一
晩
中
つ
け
て
お
く
こ
と
に
よ
り
、
自

宅
の
安
全
ば
か
り
で
な
く
、
夜
間
の
町
全
体
を
明

る
く
し
夜
間
に
発
生
す
る
犯
罪
を
抑
止
す
る
も
の

で
す
。

　

※
お
問
い
合
わ
せ
は
、
田
辺
警
察
署
（　

‐
０

６３

１
１
０
）、
綴
喜
防
犯
協
会
、
綴
喜
防
犯
推
進
委
員

連
絡
協
議
会
ま
で

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
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�
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〜
京
の
夏　

さ
わ
や
か
マ
ナ
ー
で

 

　

事
故
は
な
し
〜

野
焼
き
は
法
律
で 

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

　
「
野
焼
き
」（
適
正
な
焼
却
施
設
を
用
い
る
こ
と

な
く
、
廃
材
な
ど
の
廃
棄
物
を
焼
却
す
る
行
為
）

は
、�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
及

び�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

で
禁
止
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

京
都
府
山
城
北
保
健
所
、
井
手
町
及
び
田
辺
警

察
署
で
は
、
地
域
の
環
境
保
全
の
た
め
、
合
同
で

パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

禁
止
さ
れ
て
い
る
「
野
焼
き
」
を
行
え
ば
罰
則

が
科
さ
れ
ま
す
。
こ
の
罰
則
は
実
際
に
野
焼
き
を

行
っ
て
い
る
人
の
ほ
か
、
そ
の
業
務
に
関
す
る
法

人
に
対
し
て
も
適
用
さ
れ
ま
す
。

※
法
律
の
例

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
��
���

�
��
�
�
�
�
�

　

何
人
も
定
め
ら
れ
た
構
造
の
焼
却
施
設
を
使
用

し
て
、
定
め
ら
れ
た
方
法
で
焼
却
す
る
場
合
を
除

き
廃
棄
物
を
焼
却
し
て
は
な
ら
な
い
。

�
�
��
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�
�

�
�
�
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�
�

テ
ー
マ
／
京
都
府
内
の
農
山
漁
村
女
性
が
い
き
い

き
と
活
動
し
て
い
る
様
子
が
伝
わ
っ
て
く
る
写
真

応
募
作
品
／
キ
ャ
ビ
ネ
版
（
未
発
表
の
も
の
に
限

る
）
※
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
不
可

応
募
締
切
／
９
月　

日
（
月
）
当
日
消
印
有
効

２７

応
募
先

〒
６
０
２
‐
８
５
７
０

京
都
府
農
林
水
産
部
農
産
流
通
課
「
イ
キ
イ
キ
農

山
漁
村
女
性
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
」
係

＊
応
募
作
品
の
裏
に
テ
ー
マ
・
コ
メ
ン
ト
・
撮
影

場
所
・
撮
影
日
・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番

号
を
記
入
し
た
も
の
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

�
�
�
�
�
�
�

●
募
集
項
目

・
一
般
曹
候
補
学
生
（
陸
・
海
・
空
）

・
曹
候
補
士
（
陸
・
海
・
空
）

・
航
空
学
生
（
海
・
空
）

・
２
等
陸
士
・
２
等
海
士
・
２
等
空
士
（
女
子
）

　

※
男
子
の
募
集
は
随
時
行
っ
て
い
ま
す

●
受
付
期
間

平
成　

年
８
月
２
日
〜
９
月
８
日
ま
で

１６

●
応
募
資
格

　

歳
以
上　

歳
未
満
の
方
で
中
学
校
卒
業
程
度
の

１８

２７

学
力
を
有
し
、
自
衛
隊
法
に
定
め
る
欠
格
事
項
に

該
当
し
な
い
者

◆
受
付
及
び
問
い
合
わ
せ
先

自
衛
隊
京
都
地
方
連
絡
部　

宇
治
募
集
事
務
所

〒
６
１
１
‐
０
０
３
１
宇
治
市
広
野
町
西
浦
１
０

０
‐　

コ
メ
ウ
ビ
ル
２
階

３０

℡　

‐
７
１
３
９

４４

場
所
／
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

＊
持
ち
物
／
健
康
手
帳

�
�
�
�
�
�
�
�
	



《
育
児
相
談
・
あ
そ
び
の
広
場
》

日
時
／
９
月　

日
（
水
）
午
前
９
時
半
〜　

時
半

１５

１０

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

《
育
児
相
談
》

日
時
／
９
月
８
日
（
水
）
午
前
９
時
半
〜　

時
半

１０

場
所
／
西
部
公
民
館

対
象
／
乳
幼
児

《
離
乳
教
室
》

日
時
／
９
月　

日
（
木
）
午
後
１
時
半
〜
３
時
半

１６

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象
／
３
〜　

ヶ
月
児
の
保
護
者

１０

持
ち
物
／
母
子
手
帳
・
筆
記
用
具

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
（
℡　

‐
８２

３
３
８
５
）
ま
で

募

集

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�

日
時
／
８
月　

日
（
日
）
午
前
９
時
〜

２９

場
所
／
ス
ー
パ
ー
ボ
ウ
ル
城
陽
（
山
城
大
橋
北
）

対
象
／　

歳
以
上
の
井
手
町
住
民
及
び
町
内
勤
務

１８

者参
加
費
／
ひ
と
り
１，
０
０
０
円
（
３
ゲ
ー
ム
代
、

靴
代
含
む
）

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

日
時
／
９
月　

日
（
日
）
８
時
半
〜

１２

場
所
／
山
城
勤
労
者
福
祉
会
館

対
象
／
井
手
町
住
民
・
井
手
町
内
勤
務
者
（
中
学

生
参
加
可
）

参
加
費
／
無
料

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
教
育
課
（
℡　

‐
５

８２

７
０
０
ま
で

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�

日
時
／
８
月　

日
（
木
）

２６

・
生
後
３
ヶ
月
か
ら
４
歳
ま
で
で
す
が
、
出
来
る

だ
け
早
い
時
期
に
受
け
て
く
だ
さ
い

＊
受
付
／
い
ず
れ
も
午
後
２
時
〜
２
時　

分
４５

＊
場
所
／
い
ず
れ
も
保
健
セ
ン
タ
ー

＊
母
子
手
帳
と
予
診
表
を
必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ

い＊
「
予
防
接
種
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
は
毎
回
必
ず
読

ん
で
く
だ
さ
い

各
種
相
談

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�

日
時
／
８
月　

日
（
月
）

１６

　
　

／
８
月　

日
（
月
）

２３

　
　

／
９
月
６
日
（
月
）

い
ず
れ
も
午
後
１
時
〜
４
時

場
所
／
玉
泉
苑

日
時
／
９
月　

日
（
月
）
午
後
１
時
〜
４
時

１３

場
所
／
賀
泉
苑

�
�
�
�
�
�
�
�

日
時
／
８
月　

日
（
月
）
午
後
２
時
〜
４
時

２３

場
所
／
玉
泉
苑

＊
行
政
相
談
・
心
配
ご
と
相
談
は
、
毎
週
月
曜
日

（
月
４
回　

第
１
・
３
・
４
は
、
玉
泉
苑
、
第
２
は

賀
泉
苑
）
に
開
設
し
て
い
ま
す
。（
第
５
月
曜
日
と

祝
祭
日
に
あ
た
る
月
曜
日
は
開
設
し
ま
せ
ん
）

＊
相
談
は
予
約
制
と
し
ま
す

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
（
℡　
８２

‐
３
４
９
９
）
ま
で

�
�
�
�
�
�

日
時
／
８
月　

日
（
水
）
午
後
１
時
半
〜
３
時

１８

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

日
時
／
８
月　

日
（
金
）
午
後
１
時
半
〜
３
時

２７

場
所
／
玉
泉
苑

日
時
／
９
月　

日
（
火
）
午
後
１
時
半
〜
３
時

１４

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
（
℡　
８２

‐
３
４
９
９
）
ま
で

健

康

�
�
�
�
�
�
�
�

日
時
／
８
月　

日
（
月
）・
９
月
９
日
（
木
）
い
ず

２３

れ
も
午
後
１
時
半
〜
３
時
半

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象
／　

歳
以
上

４０子

育

て

�
�
�
�
�
�
�
�
	

《
２
歳
半
歯
科
健
診
》

日
時
／
８
月　

日
（
金
）
受
付�
午
後
１
時
〜
１

２０

時
半

対
象
／
２
歳
５
ヶ
月
か
ら
２
歳
８
ヶ
月
児（
Ｈ　

・
１４

１
・
１
か
ら
Ｈ　

・
３
・　

生
ま
れ
）

１４

３１

《
１
歳
半
健
診
》

日
時
／
９
月
６
日
（
月
）
受
付�
午
後
１
時
〜
１

時
半

対
象
／
１
歳
６
ヶ
月
か
ら
１
歳
８
ヶ
月
児（
Ｈ　

・
１５

１
・
６
か
ら
Ｈ　

・
３
・
６
生
ま
れ
）

１５

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

持
ち
物
／
母
子
手
帳

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
	

《
三
種
混
合（
ジ
フ
テ
リ
ア
・
百
日
ぜ
き
・
破
傷
風
）》

日
時
／
８
月　

日
（
火
）

１７

・
第
一
期
初
回
は
生
後
６
ヶ
月
か
ら
６
歳
ま
で
に

３
回
接
種
、
４
歳
ま
で
に
完
了
し
て
く
だ
さ
い

・
第
一
期
追
加
は
、
初
回
３
回
接
種
完
了
後
、
１

年
〜
１
年
６
ヶ
月
の
間
に
１
回
接
種

《
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
》

日
時
／
８
月　

日
（
火
）

２４

《
Ｂ
Ｃ
Ｇ
》

農
業
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

農
地
に
雑
草
が
生
い
茂
っ
て
い
る
所
が

見
受
け
ら
れ
ま
す
。
隣
接
農
地
等
の
迷
惑

と
な
り
ま
す
の
で
、
各
自
責
任
を
持
っ
て

管
理
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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Ａ
、　

歳
か
ら　

歳
未
満
の
人
は
国
民
年
金
に
任

６０

６５

意
加
入
で
き
ま
す
。
国
民
年
金
で
は
日
本
国
内
に

住
所
を
有
す
る　

歳
以
上　

歳
未
満
の
人
は
す
べ

２０

６０

て
強
制
加
入
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
他
に
任

意
加
入
の
制
度
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
自
己
都

合
に
よ
り
保
険
料
を
納
め
忘
れ
、
受
給
す
る
た
め

の
条
件
で
あ
る　

年
を
満
た
せ
な
い
方
や
、
す
で

２５

に　

年
以
上
は
納
め
た
が
よ
り
高
い
年
金
を
も
ら

２５
い
た
い
と
い
う
方
、
海
外
に
居
住
し
て
も
国
民
年

金
を
も
ら
い
た
い
と
い
う
方
々
に
対
応
す
る
た
め

で
す
。
任
意
加
入
で
き
る
の
は
次
の
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。

①
日
本
国
内
に
住
所
が
あ
る　

歳
以
上　

歳
未
満

６０

６５

の
人
。

②
日
本
国
籍
を
も
ち
、
海
外
に
居
住
す
る　

歳
以

２０

上　

歳
未
満
の
人
。

６５
③
日
本
国
内
に
住
所
が
あ
る　

歳
以
上　

歳
未
満

２０

６０

の
人
で
、
す
で
に
厚
生
年
金
保
険
の
老
齢
年
金
や

共
済
組
合
の
退
職
年
金
を
受
け
て
い
る
た
め
、
強

制
加
入
か
ら
除
外
さ
れ
て
い
る
人
。

　

な
お
、
昭
和　

年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た

３０

人
は
、　

歳
ま
で
に
受
給
資
格
期
間
を
満
た
せ
な

６５

か
っ
た
場
合
、　

歳
ま
で
加
入
す
る
こ
と
が
で
き

７０

ま
す
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
住
民
課 
（
℡　

‐
２
０
０

８２

１
）
ま
で
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	

�
�


�
�
�
�

「
約
束
」 

　

石
田
衣
良

「
カ
タ
ブ
ツ
」 

　

沢
村　

凛

「
私
の
人
生 
私
の
昭
和
史
」 
上
坂
冬
子

「
Ｈ
ｉ
ｇ
ｈ 
ａ
ｎ
ｄ 
ｄ
ｒ
ｙ
（
は
つ
恋
）」

 

　

よ
し
も
と
ば
な
な

「
天
使
は
ポ
ケ
ッ
ト
に
何
も
持
っ
て
い

な
い
」 

　

ダ
ン
・
フ
ァ
ン
テ

「
元
気
に
や
せ
る 
こ
ど
も
ダ
イ
エ
ッ

�
�
�
�
�
火
曜
日
〜
日
曜
日

�
�
�
�
�
�

４
月
〜
９
月　

午
前　

時
〜
午
後
６
時

１０

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	

●
８
月
２
・
９
・　

・　

・　

・　

日

１６

２３

２６

３０

●
９
月
６
・　

・　

・　

・　

・　

日

１３

２１

２４

２７

３０

�
�
�
�
�
�
�
�
	



・
図
書
は
１
人　

冊
、
２
週
間

１２

・
雑
誌
は
１
人
５
冊
、
２
週
間

・
視
聴
覚
資
料
は
１
人
３
点
、
１
週
間

ト
」 

　

森
下
敬
一

�
�
�
�

「
タ
ニ
シ
の
が
く
げ
い
か
い
」

 

　

阿
部
夏
丸

「
エ
ン
バ
ー 
失
わ
れ
た
光
の
物
語
」

 

　

ジ
ェ
ニ
ー
・
デ
ュ
ー
プ
ロ

「
お
ば
け
の
ブ
ル
ブ
ル
」 　

荒
井
良
二

「
だ
ん
ご
博
士
の
観
察
記
」 　

松
岡
達
英

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

《
親
子
で
楽
し
む
紙
し
ば
い
》

　

８
月　

日
（
土
）

１４

　

９
月　

日
（
土
）

１１

　

い
ず
れ
も
午
後
１
時
半
か
ら

《
親
と
子
の
絵
本
の
会
》

　

９
月　

日
（
土
）

１８

　

午
後
２
時
か
ら

《
人
形
劇
》

　

詳
細
は
別
途
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

空中ブランコ
奥田　英朗
人間不信のサーカス団員、
尖端恐怖症のやくざ、ノー
コン病のプロ野球選手。困
り果てた末に病院を訪れて
みれば…。「イン・ザ・プー
ル」から２年、トンデモ精
神医科・伊良部が再び暴れ
だす！　直木賞受賞作品

 邂逅 の森
かいこう

熊谷　達也
大正年間、身分違いの恋か
ら故郷を追われたマタギの
青年、松橋富治の波乱の人
生を描く。奔放に生きてき
た富治を巨大熊に向かわせ
たものは何か。自然に対す
る畏敬の念あふれる雄大な
物語。 直木賞受賞作品

ミッケ８
ウオルターウイック（著）
キャロル・Ｄ.カーソン（デザイン）
シリーズ第８弾。今度は学
校でさがそう。こくばん、
こうさく、バレンタインデ
ー、こうてい、おはなしげ
きじょうなどを舞台に、隠
れているものを探し出すあ
たらしくてなつかしいかく
れんぼ絵本です。

生まれ変わりレストラン
かとうくみこ（絵）
怪談レストランへようこそ。
「姉のかんざし」「馬に生ま
れ変わったおかみさん」「赤
ちゃん」「てのひら」など、
不思議でこわーい話をあつ
めました。どうぞ存分にお
楽しみください。
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※ごみ収集に関するお問い合わせは、役場衛生課（TEL８２-２００１）まで。

※し尿に関するお問い合わせは、城南衛生管理組合（TEL０７５-６３１-５１７１）まで。
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��成分に油分が多いため、再商品化
のペットボトルから外れました。
　同様にだしやつゆの容器、食用油、
洗剤等も資源ごみになりません。その
他のごみに出してください。
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 カセット式ボンベ缶・スプレー缶 
����その他の日
�収集時や破砕に事故が発生していますので、分別収集します。
�必ず使い切ってから出すようにしましょう。
���（その他のごみとは別袋にすること。）
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 http://www.town.ide.kyoto.jp/ 
E-mail�idekika@silver.ocn.ne.jp
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電話番号名　　称
82－2001

2160
2237
2468
3290

井手町役場

82－4333
82－5700

教育委員会（学校教育課）
山吹ふれあいセンター（図書館・社会教育課）

82－3380
4112

いづみ人権交流センター
いづみ児童館

82－3385保健センター
82－2070泉ヶ丘中学校
82－2119井手小学校
82－4412井手小学校有王分校
82－2112多賀小学校
82－2153玉川保育園
82－2225多賀保育園
82－4160いづみ保育園
82－4651環境衛生センター
82－3617学校給食センター
82－3838井手町まちづくりセンター椿坂
99－4318町立デイサービスセンター
82－3499老人福祉センター「玉泉苑」
82－5059老人福祉センター「賀泉苑」
82－3000京田辺市消防署　井手分署
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～井手町自然～井手町自然
ガイドブックから～ガイドブックから～

��������	
����

����：トンボ科 
����：北海道・本州・四国・九州 
◆���：復長３０～３４ミリ
　後翅長３８～４０ミリ　雄・雌ほぼ同大
◆���：５～１１月
　日本各地でみられ、最も広く分
布するトンボ類だといわれていま
す。飛ぶ力は強く、一定の空間を
軽快に往復して飛びます。主に平
地から丘陵地にかけての池や水田
などにすんでいます。
　成虫は５月上旬からみられます
が、８月、９月にたくさんあらわ
れます。お盆の頃に多くみられる
ので、セイレイ（精霊）トンボ、ボ
ン（盆）トンボなどとも呼ばれ、先
祖が里帰りするときに乗ってくる
トンボだとして大切にされました。
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